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第
八
條
命
＂
員
＾
本
會
ノ
諸
種
ノ
含
合
一
ー
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ッ
雑
誌
『
哲

駆
研
究
』

I
刑
付
チ
受
ク

本
含
＂
規
門

I
改
正
礎
更
ハ
委
員
命
I
決
議
二
依
ル

{
 

第
九
條

第
七
條
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
一
條

第
二
條

第
三
條

命
＂
員
＾
令
吸
ト
シ
テ
年
武
闘
武
拾
錢
、
前
後
二
期
ー
ー
分
チ
テ
前
納
ス

本
命
は
京
都
哲
晶
合
卜
稲
ス

本
合
＾
殷
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
會
＾
前
條
ノ
目
的
チ
逹
セ
ン
ガ
為
メ
右
ノ
事
器
チ
竹
フ

一
、
彿
月
一
．
回
研
究
會
チ
開
ク

一
、
毎
年
春
秋
二
囮
公
開
講
演
會
チ
開
ク

一
、
毎
月
一
同
雑
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
褻
行
ス

第
四
條
本
會
事
務
所
チ
京
都
帝
國
＊
學
文
科
大
學
内
一
ー
骰
ク

第
五
條
本
合
ノ
事
粟
チ
網
管
ス
ル
為
メ
ニ
左
／
役
員
チ
匠
ク

一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
閥
大
學
文
科
大
犀
哲
學
科
数
官
及
委
員
會

1

一
於
テ
推
腕
シ
ダ
ル
者
チ
以
テ
之
＝
充
ツ

一
、
書
記
（
一
名
）
委
員
合
二
於
テ
咽
託
ス

第
六
條
本
合
ノ
趣
旨
二
黄
同
ス
ル
者
＾
何
人
―
ー
テ
モ
合
員
ク
ル

n
ト
チ
得

駆
校
、
岡
書
館
、
数
育
合
、
其
他
ノ
刷
骰
＾
其
園
骰
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

n
ト
チ
得
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駿

方

治

文

學
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士
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吝

学

博

士

藤

井

健

治

郎

爾
バ
ー
廊

文
學
博
士

田

康

文

駆

士

深深

田

文

學

博

士

松

本

文

算武郎

文

學

士

野

上

夫

文

學

士

植

田

俊＇壽

蕨

文

學

士

中

＇
米

文

學

博

士

高

Jll 瀬

武

得

立

次

田

庄

文
學
博
士

野

太

郎郎 喜

文

學

士

狩千

葉

胤

成

文

學

博

士

朝

永

文

學

博

士

西

田

幾

京

都

哲

學

會

役
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，

　
　
　
で
あ
る
。
　
固
よ
”
猟
眠
妓
」
も
時
に
は
便
利
な
る
事
の
あ
る
加
ハ
く
か
エ
る
署
糞
脚
も

　
　
　
時
に
は
：
一
1
例
へ
ば
知
凋
的
遊
民
が
智
的
職
士
に
な
り
初
め
た
時
の
伽
州
き
に
は

　
　
　
　
　
粗
野
の
債
値
を
獲
撤
し
は
す
る
が
多
く
の
山
雲
績
値
が
あ
り
絡
に
見
え

　
　
　
乍
ら
そ
ん
な
に
算
い
も
の
で
は
な
い
。
　
そ
れ
は
あ
っ
て
も
よ
い
が
あ
ら
ね
ば

　
　
　
な
ら
ぬ
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
宮
川
氏
の
「
聖
磐
の
謡
」
の
序
丈
を
讃
ん

　
　
　
だ
時
私
ば
恐
ら
く
そ
．
れ
飲
一
般
智
的
．
貧
民
を
賑
は
匙
ん
と
す
る
の
磐
で
あ
ら

　
　
　
う
、
若
し
欽
…
ら
ず
ん
ば
少
く
と
も
智
的
遊
民
を
馳
っ
て
智
的
戦
士
に
攣
ぜ
し

　
　
　
め
る
に
兄
る
だ
け
の
精
無
が
あ
る
害
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
、
こ
と
に
聖
書
に

　
　
　
臨
し
て
は
新
ら
し
い
自
由
な
現
代
の
囚
は
れ
ざ
る
精
紳
を
以
て
そ
う
し
た
目

　
　
　
的
を
以
て
魯
か
れ
た
獣
日
の
少
な
い
口
細
・
に
於
て
斯
る
書
の
表
は
れ
た
山
帯
に
…
封

　
　
　
し
て
％
大
の
喜
を
以
て
頁
を
繰
っ
て
行
っ
た
。
然
し
私
は
ど
ζ
睡
蓮
ん
で
行

　
　
　
て
も
途
に
禦
書
に
於
け
る
諸
々
の
書
の
薯
皆
に
蝕
す
る
草
野
や
聖
嘗
に
記
載

　
　
　
さ
れ
た
る
露
轡
…
の
雁
史
的
中
値
や
諸
霜
の
眞
儒
や
記
蓮
の
異
同
や
な
ぎ
を
智

　
　
　
的
野
民
に
取
っ
て
は
詳
密
に
渦
ぎ
智
約
磯
ま
に
取
っ
て
は
巌
密
を
鋏
く
の
程

　
　
　
度
を
以
て
叙
蓮
し
て
あ
る
に
過
ぎ
ず
智
的
遊
斑
の
智
的
好
寄
心
を
照
に
浦
足

　
　
　
せ
し
め
る
に
濁
ぎ
な
い
署
麿
で
あ
る
の
を
獲
見
し
て
私
は
失
望
し
た
の
で
あ

　
　
　
る
。
其
態
度
の
或
程
度
迄
科
細
流
で
あ
り
批
凋
的
で
あ
る
事
は
題
籾
が
顯
材

　
　
　
で
あ
る
だ
け
大
に
多
と
す
る
に
足
る
が
斯
く
の
如
き
畿
n
に
關
し
て
か
エ
る
・

　
　
　
門
下
よ
り
這
の
叙
蓮
を
i
一
∴
嗣
よ
り
職
M
陶
家
を
相
手
と
す
る
も
ツ
と
巌
｛
奮
な
る

　
　
　
純
史
的
研
究
な
ら
ば
其
自
身
と
し
て
鋼
値
は
あ
り
は
す
る
が
婿
く
の
如
き
の

、

　
　
　
繰
鹿
に
留
め
且
つ
一
般
諮
滞
を
隠
州
と
し
乍
ら
一
：
亭
々
坦
々
乏
運
ぶ
に
留

　
　
　
め
て
跳
ハ
考
灘
批
判
と
三
二
に
次
の
奥
に
膿
託
た
る
も
っ
と
深
く
し
て
徹
妙
な
る

篇
鍵
氣
霧
揚
に
鯖
る
、
事
の
甚
し
一
淺
か
つ
た
の
は
此
上
讐
・
讃
婆
、
あ
る
。

　
蔦
　
　
輩
な
る
魅
史
に
於
て
も
諸
事
費
の
考
纏
や
山
側
の
錦
瑚
に
留
ま
ら
ず
典
照
岡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗
ご
　
　
　
　
艮
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
　
　
　
　
　
彗

呼
吸
し
て
み
る
議
事
の
息
吹
を
害
き
分
け
る
嬢
が
肝
要
で
あ
る
の
に
殊
に
羅

世
μ
の
如
き
も
の
に
…
關
し
て
（
岡
よ
η
無
調
な
、
安
急
な
感
激
に
充
ち
た
傍
鮎
の
、

煩
は
し
く
打
っ
て
あ
る
交
野
だ
け
は
あ
り
は
す
る
が
）
殆
ど
そ
し
う
た
内

奥
の
も
の
に
働
る
、
寓
の
少
な
か
っ
た
り
は
ど
う
し
た
わ
け
で
あ
ら
う
か
。

さ
れ
ば
こ
そ
豫
胃
者
の
本
挫
に
關
す
る
解
…
詫
な
ど
に
も
九
字
の
衷
面
に
囚
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
ロ
フ
並
ヅ
ト

れ
た
淺
い
解
・
羅
を
施
す
に
留
ま
り
、
軍
に
豫
雪
者
と
云
ふ
語
の
膳
史
的
起
頃

が
亜
拉
燗
瓶
語
の
「
宜
言
」
と
宵
ふ
意
味
に
存
し
て
未
來
夕
、
語
る
と
云
ふ
意
味

で
は
な
い
と
雷
ふ
根
擦
よ
属
し
て
律
人
は
臆
て
イ
プ
セ
ン
の
言
っ
た
様
に
常

に
本
質
的
に
無
意
識
に
「
来
來
に
接
し
て
立
つ
」
も
り
で
從
っ
て
ニ
イ
チ
エ
が

シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
著
嘗
を
以
て
己
の
爲
め
に
害
か
か
た
も
の
だ
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
ド

襟
に
輻
銑
q
世
昌
の
記
者
が
キ
リ
ス
ト
の
或
夏
風
を
以
て
婚
約
繭
6
申
に
記
さ
れ
た

鍛
言
の
完
成
な
蓼
と
し
た
深
い
微
妙
な
心
理
駿
態
な
ど
を
も
、
殆
と
擾
徹
し

た
理
解
な
し
に
論
じ
去
る
に
釜
つ
た
の
で
あ
る
。
　
メ
シ
ア
雄
雷
の
豫
嘗
な
ど

に
關
…
し
て
も
ク
ー
ノ
ー
・
ブ
イ
ッ
シ
ャ
ー
の
近
世
哲
學
史
序
論
に
見
る
檬
な

深
い
解
題
は
其
影
さ
へ
感
見
惑
す
事
は
置
型
な
い
。
其
上
歴
史
的
考
誰
の
行

き
方
κ
も
細
分
思
ひ
切
っ
た
顯
も
履
々
あ
る
。
　
此
書
の
長
所
は
簗
性
の
貧
し

い
に
も
係
ら
ず
柚
掌
の
上
に
弾
力
と
潤
ひ
の
あ
る
事
と
明
快
な
事
と
秩
序
的
な

る
と
・
賃
誰
的
で
あ
る
事
と
で
あ
ら
う
σ
繰
返
し
て
言
ふ
㍗
此
霞
は
あ
っ
て
も

悪
い
詐
で
は
無
い
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
害
き
爲
る
に
は
も
う
少
し
殿
繍
に
な

る
か
璽
性
を
拗
へ
る
か
撫
し
く
は
も
っ
と
通
俗
筒
翠
に
な
る
。
へ
き
か
で
あ
ら

う
。
（
農
波
書
鷹
五
行
定
事
一
圓
二
＋
鏡
）
ハ
岡
本
春
彦
）

・
　
寄
贈
雑
誌

哲
學
鵜
匠
、
思
潮
、
，
丁
疏
倫
理
講
演
菓
、

心
墨
研
突
、
東
鈍
之
光
、
早
稽
田

ご
コ

r



　
　
　
　
　
　
　
哲
桑
．
研
、
究
　
　
簗
嚇
嚇
牽
一
號
、

欝
　
丈
攣
、
學
校
敬
警
、
藪
育
、
内
外
教
嘗
輝
論
、
聾
遜
数
麿
、
小
綿
研
究
、
数

あ
　
育
縢
衛
終
数
宥
界
、
．
薪
公
論
、
教
育
時
論
、
東
富
教
宣
其
庫
教
宥
、
桑

　
　
藁
賑
教
育
、
辮
岡
縣
数
育
、
酸
幽
懸
数
育
、
瓢
竃
撫
敏
育
、
愛
知
歎
育
雛
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三

長
崎
縣
教
育
雑
雛
、
郡
霧
教
育
、
蕪
賓
縣
敏
育
、
難
壁
教
湾
、
宮
魏
教
宥
、

愛
媛
敏
育
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け
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自
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．
．
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・
：
・
、
：
：
：
：
：
・

カ
の
槻
念
の
歴
史
酌
発
蓬
・
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・

ミ
カ
イ
u
が
ス
キ
ー
の
晶
帯
學
説
の
創
始
的
櫓
詳
解
承
了
ソ

美
挙
の
離
礎
に
就
て
の
考
餐
（
承
麟
▽
：
：
：
・
：
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：
・
：
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彙
報
　
　
薪
著
紹
介
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南
　
高
　
瀬
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壽
　
藏

・
：
埋
學
博
士
桑
木
　
域
雄

：
：
・
・
：
：
来
　
田
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太
　
郎

：
支
學
郷
士
　
深
　
田
　
　
鷹
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定 親 文 註

濁
六十

廣
缶
料

債宅 告 會

e命
＂
員
に
あ
ら
ざ
る
諧
訥
者
の
仰
註
文
及
び
殷
告
に
闘
す
る
件
は
賓

文
館
（
伽
巾
込
下
さ
れ
度
餃

e＊
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
御
送
り
下
さ
る

べ
く
佃

e、
拒
杯
貯
命
に
て
御
送
金
け
（
東
京
＿
＿
八

0
番
）
賓
文
館
宛
に
願
上
候

e前
金
切
れ
の
楊
令
け
幣
月
に
「
前
金
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
ぺ
き
に

付
直
に
御
彿
込
下
さ
れ
度
候
‘
•

e
見
本
御
入
用
の
楊
合
は
金
武
拾
錢
御
送
り
下
さ
れ
度
候

e特
に
訪
求
嗽
泣
が
頷
敗
争
ぶ
マ
を
邸
す
る
楊
合
は
郵
券
―
―
一
錢
御
送
付
下

さ
れ
度
似 頁

金

拾

闘

牛

頁

金

六

闘

敷
一
定
~
＿
郵

冊

一

金

瓜

拾

錢

一

金

冊
（
前
金
）
一
命
登
闘
武
拾
錢
ー
不

冊
（
前
金
）
一
金
式
闘
四
拾
銭
一
不

叫申I壼

受圏錢粒

一
、
本
命
＂
へ
入
命
＂
希
望
ノ
方
＾
直
接
本
な
＂
宛
テ
ー
ー
御
巾
込
被
下
度
餃

一
、
介
＂
貝
ニ
シ
テ
韓
居
セ
ラ
レ
ク
ル
節
＾
直
チ
ー
ー
共
旨
御
報
知
被
下

度
餃

一
、
令
費
ハ
振
替
口
窟
大
阪
参

0
六
六
琴
番
、
京
都
哲
畠
會
宛
テ
ニ

御
彿
込
被
k
'

度
餃

一
、
本
誌
ノ
編
輯
＝
隅
ス
ル
通
信
及
紹
介
•
新
刊
書
·
交
換
雑
誌
等
＾

凡
テ
本
令
＂
宛
テ
＝
御
窮
送
栂
下
度
低

註

這

蝶

繹

京

都

哲

學

會

振
杯
口
座
大
阪
泰

0
六
六
参
番

賣
捌
所
（
東
京
）

良
明
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、

上
田
屋

賓
文
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
紳
戸
）

北
隆
館
、

盛
文
館

賓
文
館

璧
買
元
醤
麟
嘘
5
芦
疇
瓢
吐
賓
文
館

骰
行
所
鰭
訂
翌
翌
芯
釦
＼
賓
文
館

印

刷

所

立
印

刷

者

褻

行

者

大

葉

久
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